
日本統計年鑑と社会生活統計指標－都道府県の指標－の関係

○日本統計年鑑（以下「年鑑」という）と社会生活統計指標（以下「指標」という）の相互で、同じ項目が様々な形（全掲載、一部掲載、 
 非掲載）で点在しているため以下の条件のもと、それぞれの掲載内容について移行等を行う。 

年鑑の表中の全ての項目が指標に掲載されているもの 

年鑑から削除 
     （指標のみ掲載） 

現状維持 

指標に移行 
 （年鑑から削除） 

例： ６－３  都道府県、産業別民営事業所数及び従業者数 
    ７－48  都道府県、漁業部門別漁獲量 
     10－18  都道府県別使用電力量（電灯）       等 

年鑑の表中に掲載しているが、例外としてユーザーニーズの高いもの 

例： ２－３  都道府県別人口 
    ２－９  都道府県、年齢３区分別人口 
      ２－10  都道府県、年齢５歳階級別人口  等 

年鑑の表中の全ての項目が指標には掲載されていないもの 

例： １－７  都道府県別面積 
    ７－14  都道府県別農作物の作付面積及び稲収穫量 
     12－６   都道府県別自動車輸送量      等 
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